

















は葛藤価値定義づけテスト（DefiningIssues Test : DIT）日本語版を用
いた。 DITは道徳的発達理論に基づいた倫理水準の測定法であり、 DIT
得点が高いほど道徳的発達段階が高いとされている。倫理的感受性を調べ
るには道徳的感受性テスト（MoralSensitivity Test : MST）日本語版を
用いた。 MST得点が高いほど倫理的感受性が高いと判断される。蓄積的
疲労を調べるには蓄積的疲労徴候インデックス（CumulativeFatigue 








感が 1.6倍、気力の減退が 1.4倍、労働意欲の低下が 1.3倍、慢性疲労、
一般的疲労感、抑うつ感が 1.2倍に増加していた。CFSI高群と低群でDIT
得点に有意差は認められなかったことから蓄積的疲労は道徳性の発達に
関与していないと推察される。 CFSI高群と低群の間で MST得点に有意
差があり、蓄積的疲労の強い CFSI高群の方が疲労の軽い低群より MST
得点が高く、倫理的感受性が高かった。蓄積的疲労が強い郡の方で倫理的
感受性が高かったことは倫理的問題の認知能力が高い人ほど看護上の葛
藤が増加し、それに積極的に対応しようとすればするほど蓄積的疲労が強
くなるものと推察される。看護は病人を気遣い、世話をする実践であるこ
とが裏付けられた。卒後の臨床看護研究によって病人を気遣い、世話をす
る実践能力を研鎖することにより蓄積的疲労を貯めずに倫理的感受性を
高めることができるものと思われる。
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